
コンクリート診断士 記述式問題ＡＢ 出題傾向



１.出題傾向について


　コンクリート診断士試験、記述式問題Ａは、コンクリート診断士としての、適性が問われる問題です。　必須問題で、1,000字以内で解答します。


　近年の記述式問題Ａの出題傾向は、「社会背景、現状課題と対策」「構造物の維持管理」
「診断士の資質」などが、出題されています。


　コンクリート診断士試験、記述式問題Ｂは、コンクリート診断士としての、診断能力が問われる問題です。　建築系B-1と、土木系B-2からの選択です。1,000字以内で解答します。


　近年の記述式問題Ｂの出題傾向は、建築系構造物と土木系構造物における、
変状の原因、調査方法、進行予測、補修と対策、維持管理計画などが、出題されています。
　また、塩害、アルカリ骨材反応、中性化、乾燥収縮、温度変化、外力、初期欠陥、ひび割れ、火害、凍害、疲労、化学的侵食、などについての対策が問われます。





２.解答例について


　解答例文は、下記の内容で、合計１８件、作成しております。

　記述式問題Ａ

　　A11.　コンクリート構造物の維持管理における不具合の原因と対策　（600字）
　　A12.　コンクリート構造物の維持管理に必要な点検、評価判定、対策　（600字）
　　A13.　コンクリート構造物の維持管理に必要な技術開発　（600字）
　　A14.　コンクリート構造物の維持管理の重要性とあり方　（600字）
　　A15.　コンクリート診断士の技術力と心構え　（600字）×2件
　　A16.　コンクリート診断士の役割とあり方　（600字）×2件

　記述式問題Ｂ　建築系B-1

　　B11.　 ＲＣ造建築物の、中性化の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）
　　B12.　　〃　乾燥収縮、温度変化の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）
　　B13.　　〃　ひび割れの調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）×2件

　記述式問題Ｂ　土木系B-2

　　B21.　ＲＣ橋（上部工）の、塩害の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）
　　B22.　ＲＣ橋脚（橋台）の、塩害の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）
　　B23.　ＲＣ橋（上部工）の、アルカリ骨材反応の調査方法、補修と対策　　（1,200字）
　　B24.　ＲＣ橋脚（橋台）の、アルカリ骨材反応の調査方法、補修と対策　　（1,200字）
　　B25.　ＲＣ橋（上部工）の、凍害の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）
　　B26.　ＲＣ橋脚（橋台）の、凍害の調査方法、補修と対策、維持管理計画　（1,200字）





　コンクリート診断士試験の参考書と問題集は、次のページに掲載しております。
　　　http://kensetu-shikaku.gambaya.com/conshindan/




３．コンクリート診断士　記述式問題Ａ の出題傾向

問題Ａは、必須です。　1,000字以内で解答します。
コンクリート診断士としての、適性が問われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　　　No.1
	　　　　　　　年　度
テーマ
	
	2017
	2016
	2015
	2014
	2013
	2012
	2011
	2010-2002

	◇ 社会背景 － 現状課題と対策
	
	
	◇
	◇
	
	
	◇
	
	2

	　　社会情勢と技術開発
	
	
	〇
	
	
	
	
	
	

	　　技術者倫理の事例と対応
	
	
	
	〇
	
	
	
	
	

	　　環境負荷低減への貢献
	
	
	
	
	
	
	〇
	
	

	　　社会資本整備の課題とあり方
	
	
	
	
	
	
	
	
	2

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	◇ 構造物 － 維持管理
	
	◇
	
	
	◇
	◇
	
	◇
	7

	　　長寿命化の対策と方法
	
	
	
	
	〇
	
	
	
	

	　　不具合の原因と対策
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	2

	　　必要な点検、評価判定、対策
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	1

	　　維持管理に必要な技術開発
	
	
	
	
	
	
	〇
	
	

	　　耐久性向上の背景と経過
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	1

	　　維持管理の重要性とあり方
	
	◎
	
	
	
	
	
	◎
	2

	　　劣化、損傷、鋼材破断の事例
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	　　必要な記録の内容
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	　　必要な記録の重要性
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	◇ 診断士 － 資質
	
	◇
	◇
	◇
	◇
	
	
	
	6

	　　診断士の技術力と心構え
	
	◎
	◎
	
	◎
	
	
	
	3

	　　診断士の役割とあり方
	
	◎
	
	
	
	
	
	
	4

	　　自己研鑽と人材育成
	
	
	
	〇
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　　　No.2
	　　　　　　　年　度
テーマ
	2010
	2009
	2008
	2007
	2006
	2005
	2004
	2003
	2002

	◇ 社会背景 － 現状課題と対策
	
	◇
	
	◇
	
	
	
	
	

	　　社会情勢と技術開発
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　技術者倫理の事例と対応
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　環境負荷低減への貢献
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　社会資本整備の課題とあり方
	
	◎
	
	〇
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	◇ 構造物 － 維持管理
	
	◇
	◇
	
	◇
	◇
	◇
	◇
	◇

	　　長寿命化の対策と方法
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　不具合の原因と対策
	
	
	
	
	◎
	
	〇
	
	

	　　必要な点検、評価判定、対策
	
	〇
	
	
	
	
	
	
	

	　　維持管理に必要な技術開発
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　耐久性向上の背景と経過
	
	
	
	
	
	
	
	〇
	

	　　維持管理の重要性とあり方
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	〇

	　　劣化、損傷、鋼材破断の事例
	
	
	〇
	
	
	
	
	
	

	　　必要な記録の内容
	
	
	
	
	
	〇
	
	
	

	　　必要な記録の重要性
	
	
	
	
	
	〇
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	◇ 診断士 － 資質
	◇
	
	◇
	◇
	◇
	
	◇
	
	◇

	　　診断士の技術力と心構え
	◎
	
	
	
	◎
	
	〇
	
	

	　　診断士の役割とあり方
	◎
	
	◎
	◎
	
	
	
	
	〇

	　　自己研鑽と人材育成
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





４．コンクリート診断士　記述式問題Ｂ の出題傾向

問題Ｂは、建築系B-1と、土木系B-2からの選択です。　1,000字以内で解答します。
コンクリート診断士としての、診断能力が問われます。

【 建築系 1 】　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　No.1
	　　　　　　　年　度
テーマ
	
	2017
	2016
	2015
	2014
	2013
	2012
	2011
	2010-2002

	〔構造物〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　鉄筋コンクリート造の建築物
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	9

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔設問項目〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　変状の原因
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	9

	　調査方法
	
	◎
	◎
	
	◎
	◎
	◎
	
	5

	　進行予測
	
	
	
	〇
	
	
	
	
	2

	　補修と対策
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	6

	　維持管理計画
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	
	
	2

	　部位で異なる理由
	
	〇
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔変状原因〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　塩害
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	2

	　アルカリ骨材反応
	
	
	
	
	
	
	
	
	4

	　中性化
	
	
	◎
	◎
	◎
	
	◎
	
	

	　乾燥収縮
	
	
	◎
	
	
	
	◎
	◎
	3

	　温度変化
	
	
	◎
	
	
	
	◎
	◎
	2

	　外力
	
	
	
	
	
	
	
	
	2

	　初期欠陥
	
	
	
	
	
	
	
	
	3

	　ひび割れ
	
	◎
	
	
	
	
	◎
	◎
	2

	　火害
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	　鉄筋腐食
	
	○
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





【 建築系 2 】　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　No.2
	　　　　　　　年　度
テーマ
	2010
	2009
	2008
	2007
	2006
	2005
	2004
	2003
	2002

	〔構造物〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　鉄筋コンクリート造の建築物
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	〇

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔設問項目〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　変状の原因
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	〇

	　調査方法
	◎
	
	◎
	
	◎
	
	
	◎
	〇

	　進行予測
	
	
	
	〇
	
	
	〇
	
	

	　補修と対策
	◎
	◎
	
	◎
	
	◎
	◎
	
	〇

	　維持管理計画
	
	
	◎
	
	〇
	
	
	
	

	　部位で異なる理由
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔変状原因〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　塩害
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	〇

	　アルカリ骨材反応
	
	
	◎
	◎
	
	
	
	◎
	〇

	　中性化
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　乾燥収縮
	
	◎
	
	
	
	
	◎
	〇
	

	　温度変化
	
	◎
	
	
	
	
	〇
	
	

	　外力
	
	
	
	〇
	〇
	
	
	
	

	　初期欠陥
	
	
	
	
	◎
	〇
	〇
	
	

	　ひび割れ
	
	◎
	〇
	
	
	
	
	
	

	　火害
	〇
	
	
	
	
	
	
	
	

	　鉄筋腐食
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	






【 土木系 1 】　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　No.1
	　　　　　　　年　度
テーマ
	
	2017
	2016
	2015
	2014
	2013
	2012
	2011
	2010-2002

	〔構造物〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　トンネル
	
	
	〇
	
	
	
	
	
	2

	　ＰＣ橋
	
	〇
	
	
	〇
	
	
	
	1

	　ＲＣ橋
	
	◎
	
	
	
	◎
	
	
	4

	　ＲＣ橋脚
	
	
	
	◎
	
	
	◎
	◎
	2

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔設問項目〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　変状の原因
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	8

	　調査方法
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	5

	　進行予測
	
	
	
	〇
	
	
	
	
	3

	　補修と対策
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	7

	　維持管理計画
	
	
	◎
	
	
	
	
	
	6

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔変状原因〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　塩害
	
	◎
	
	
	◎
	
	
	◎
	5

	　アルカリ骨材反応
	
	
	◎
	◎
	
	
	◎
	
	2

	　凍害
	
	◎
	◎
	
	◎
	
	
	◎
	1

	　疲労
	
	〇
	
	
	
	〇
	
	
	1

	　化学的侵食
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	　火害
	
	
	
	
	
	〇
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	







【 土木系 2 】　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は、予想が的中したものです。　　　　No.2
	　　　　　　　年　度
テーマ
	2010
	2009
	2008
	2007
	2006
	2005
	2004
	2003
	2002

	〔構造物〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　トンネル
	
	
	〇
	
	
	〇
	
	
	

	　ＰＣ橋
	
	
	
	
	
	
	
	
	〇

	　ＲＣ橋
	◎
	◎
	
	◎
	
	
	〇
	
	

	　ＲＣ橋脚
	
	
	
	
	◎
	
	
	〇
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔設問項目〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　変状の原因
	◎
	◎
	◎
	◎
	
	◎
	◎
	◎
	〇

	　調査方法
	
	
	◎
	◎
	◎
	◎
	
	
	〇

	　進行予測
	〇
	〇
	
	
	
	
	
	
	〇

	　補修と対策
	◎
	◎
	
	◎
	
	◎
	◎
	◎
	〇

	　維持管理計画
	◎
	
	◎
	
	◎
	◎
	
	◎
	〇

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〔変状原因〕
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　塩害
	◎
	
	
	◎
	
	◎
	◎
	〇
	

	　アルカリ骨材反応
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	〇

	　凍害
	
	
	
	
	
	
	
	
	〇

	　疲労
	
	〇
	
	
	
	
	
	
	

	　化学的侵食
	
	
	〇
	
	
	
	
	
	

	　火害
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